
つ
は
榊
山
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
新
宮
の
榊
森
神
社
に
、
他
の
ひ
と
つ
は
旧
本
庄
村
川
角
地
 
 

区
、
貴
船
神
社
の
前
の
稲
垣
道
路
に
沿
っ
て
あ
る
。
前
の
二
者
に
は
、
日
活
・
北
措
・
日
露
を
区
分
せ
ず
、
ま
た
従
軍
、
非
従
軍
を
 
 

区
別
す
る
こ
と
な
く
、
榊
山
神
社
の
碑
に
は
柚
須
順
に
軍
人
二
二
七
人
、
榊
森
神
社
の
碑
に
は
同
二
八
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

川
角
地
区
の
碑
に
は
、
総
計
二
九
人
の
軍
人
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
従
軍
者
は
、
日
清
・
北
清
・
日
露
と
分
け
ら
れ
て
い
 
 

三
つ
の
記
念
碑
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 

一
明
治
・
大
正
期
の
戦
争
 
 
 

明
治
期
の
日
清
戦
争
・
北
情
事
変
・
日
露
戦
争
に
関
す
る
記
念
碑
が
、
熊
野
町
内
に
は
三
か
所
に
あ
る
。
ひ
と
 
 

図59－1 榊山神祉戦  
勝記念碑  

図5¶9－2 川魚地区旬  

戦勝記念碑  
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師
団
長
（
中
将
）
と
し
て
凱
旋
し
て
き
た
人
で
あ
る
。
義
勇
奉
公
に
つ
い
て
託
し
た
花
井
卓
蔵
は
、
広
島
県
三
原
に
生
ま
れ
、
英
吉
 
 

刑
法
禅
学
校
に
学
ん
で
弁
護
士
と
な
り
、
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
 
 

≡
つ
の
記
念
碑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
熊
野
地
域
も
当
然
日
清
戦
争
・
北
浦
事
変
・
日
露
 
 
 

日
清
戦
争
・
北
清
事
変
・
日
露
戦
争
 
 戦

争
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
日
清
・
日
露
と
戦
争
の
規
模
が
拡
 
 

大
し
、
局
地
的
だ
っ
た
北
清
事
変
に
お
い
て
は
、
広
島
第
五
師
団
が
出
征
し
た
日
本
軍
の
主
力
を
な
し
た
た
め
、
熊
野
地
区
の
従
軍
 
 

老
数
も
自
ら
増
加
し
た
。
右
表
の
川
角
地
区
の
記
念
碑
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
ほ
ま
た
熊
野
地
区
の
戦
没
者
の
増
 
 

加
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
日
清
戦
争
一
人
、
北
清
事
変
五
人
、
日
露
戦
争
一
三
人
の
戦
没
者
が
数
え
ら
れ
る
。
 
 
 

従
軍
者
の
属
し
た
兵
科
は
川
角
地
区
の
場
合
、
八
人
が
歩
兵
、
二
人
が
蛸
壷
輸
卒
、
ま
た
明
記
さ
れ
て
い
な
い
五
人
が
補
助
輪
卒
 
 

だ
と
考
え
る
な
ら
ば
七
人
が
輸
送
関
係
の
仕
事
、
そ
し
て
あ
と
の
二
人
は
砲
兵
と
軍
医
で
あ
る
。
ま
た
、
階
級
の
わ
か
る
熊
野
地
域
 
 
 

榊
山
神
社
の
題
字
を
書
い
た
木
越
安
網
ほ
、
 
 

第
五
章
 
近
 
 

一
二
師
団
の
歩
兵
二
三
旅
団
長
と
し
て
旅
順
と
奉
天
の
戦
い
に
参
加
し
、
第
五
師
団
の
 
 

囲593 榊森神社の凱旋  

記念碑  

（
一
）
は
戦
死
者
 
 
 

る
。
 
 

榊
森
神
社
の
凱
旋
記
念
碑
は
明
治
三
十
九
年
の
夏
の
初
め
 
 

に
、
ま
た
榊
山
神
社
の
記
念
碑
は
同
年
八
月
に
建
立
さ
れ
た
。
 
 

川
角
地
区
の
戦
勝
記
念
碑
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の
戦
没
者
で
み
て
も
、
一
二
人
の
歩
兵
と
六
人
の
輸
送
関
係
の
兵
が
あ
り
、
あ
と
の
ひ
と
り
は
看
護
兵
で
あ
る
。
 
 
 

階
級
の
明
記
の
な
い
榊
山
神
社
の
記
念
碑
で
み
る
と
、
八
等
の
勲
等
の
な
か
で
、
勲
七
等
が
四
〇
名
、
勲
八
等
一
二
名
、
勲
等
 
 

が
な
い
の
が
七
六
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
定
す
れ
ば
兵
士
が
多
数
を
し
め
、
わ
ず
か
の
下
士
官
な
ら
び
に
士
官
が
い
た
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
 
 
 

戦
争
下
の
村
の
人
々
の
生
活
は
、
多
く
の
犠
牲
を
伴
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
そ
の
こ
と
に
関
す
る
具
体
的
な
史
料
を
欠
い
て
い
 
 

る
。
 
 
 

な
お
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
日
本
も
翌
八
月
に
連
合
軍
の
一
員
と
し
て
こ
の
大
戦
に
参
戦
 
 

し
た
（
川
角
地
区
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
ほ
そ
の
二
か
月
後
、
す
な
わ
ち
同
年
十
月
で
あ
る
）
。
陸
軍
は
同
月
山
東
半
島
に
上
陸
、
直
ち
 
 

に
青
島
を
占
領
し
た
。
ま
た
海
軍
も
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
を
占
領
し
た
。
し
か
し
広
島
の
第
五
師
団
は
こ
の
出
兵
に
直
接
関
係
し
て
 
 

い
な
い
の
で
熊
野
出
身
の
兵
士
の
従
軍
ほ
少
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
な
か
で
、
青
島
に
出
征
し
て
大
正
五
年
（
一
九
 
 

一
六
）
三
月
熊
野
で
死
亡
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
が
一
人
あ
る
。
死
亡
年
月
か
ら
み
て
、
青
島
の
戦
場
で
傷
つ
き
、
恐
ら
く
熊
野
の
 
 

自
宅
で
死
亡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
三
国
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
革
命
に
干
渉
す
る
た
め
 
 
 

シ
ベ
リ
ア
出
兵
 
 

に
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵
し
た
日
本
軍
ほ
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
が
大
正
九
年
に
撤
兵
 
 

し
た
後
も
シ
ベ
リ
ア
に
駐
兵
を
つ
づ
け
、
よ
う
や
く
大
正
十
一
年
に
撤
兵
し
た
が
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
、
巨
額
の
戦
費
を
資
し
 
 

三
、
五
〇
〇
名
の
死
者
、
全
軍
の
三
分
の
一
に
及
ぶ
負
傷
者
を
だ
し
て
、
日
本
の
近
代
外
交
史
上
ま
れ
に
見
る
失
政
を
称
せ
ら
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

こ
の
シ
ベ
リ
ア
へ
の
出
征
軍
の
な
か
で
、
広
島
の
第
五
師
団
は
重
要
な
役
割
を
荷
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
熊
野
出
身
の
兵
士
も
四
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 

477   



第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 

五
名
が
従
軍
し
て
い
る
。
他
に
も
傭
人
と
い
う
名
で
多
く
の
熊
野
出
身
者
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
数
は
判
然
し
な
い
。
 
 
 

極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
駐
留
と
戦
闘
の
結
果
第
五
師
団
も
多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
、
熊
野
出
身
の
兵
士
、
傭
人
の
な
か
か
ら
 
 

四
名
の
戦
死
、
戦
病
死
者
を
だ
し
て
い
る
。
戦
傷
病
者
ほ
恐
ら
く
多
数
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細
ほ
不
明
で
あ
る
。
第
五
師
 
 

団
の
撤
兵
は
全
軍
の
撤
兵
に
先
だ
つ
こ
と
二
年
、
大
正
九
年
で
あ
っ
た
詐
欺
詣
感
触
服
腑
如
蛸
詣
凋
㌣
及
。
 
 

国
民
に
は
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、
男
子
は
二
〇
歳
に
な
る
と
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。
 
 
 

徴
兵
検
査
か
ら
出
征
ま
で
 
 

甲
種
合
格
に
な
っ
た
人
か
ら
定
数
の
新
兵
が
選
ば
れ
、
熊
野
の
場
合
は
主
と
し
て
第
五
師
団
管
区
 
 

の
各
連
隊
に
入
営
し
、
二
年
間
の
軍
隊
教
育
を
受
け
た
。
（
海
軍
は
三
年
）
徴
兵
検
査
は
毎
年
四
月
か
ら
七
月
に
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
 
 

十
一
年
（
一
九
三
六
）
度
の
広
島
連
隊
区
管
内
の
徴
兵
検
査
日
割
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

山県郡 4月22日～  26日  

安佐郡   28日～5月4日  

高田郡 5月6日～ 11日  

双三郡  14日～  19日  

佐伯郡 6月28日～7月9日  

安芸郡 7月11日～  25日  二
 
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
 
 

『中国新聞』   

島
噂
部
を
除
く
安
芸
郡
は
海
田
市
町
海
田
校
で
行
わ
れ
、
熊
野
は
温
品
と
と
も
に
二
十
二
日
に
割
り
 
 

当
て
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
十
一
日
は
坂
、
畑
賀
で
あ
り
、
二
十
三
日
は
戸
坂
、
矢
野
、
奥
海
田
 
 

で
あ
っ
た
。
 
 
 

役
場
の
兵
事
係
が
壮
丁
避
（
徴
兵
）
名
薄
を
つ
く
り
、
結
果
は
こ
こ
に
記
入
さ
れ
た
。
甲
種
か
ら
丙
種
 
 

ま
で
が
合
格
、
丁
種
は
「
兵
役
二
適
セ
ズ
」
、
戊
種
は
翌
年
の
再
検
査
で
合
潜
の
見
込
み
の
あ
る
者
で
あ
 
 

る
。
甲
種
か
ら
順
に
召
集
令
状
で
兵
員
が
集
め
ら
れ
た
。
 
 
 

熊
野
町
の
徴
兵
受
検
老
と
そ
の
結
果
を
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
補
充
兵
は
乙
種
、
国
民
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名
で
あ
る
。
 
 
 

令
状
を
受
け
た
人
の
多
く
は
出
征
の
前
夜
自
渾
で
送
別
の
宴
を
開
き
、
翌
日
は
氏
神
に
参
詣
、
武
運
長
久
な
ど
を
祈
願
し
た
。
そ
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 

14  13  12  四  10  ㌢   
昭 
和 壮  
十 丁  

人  
・ 
七  九   些  九     員  

四 甲  
年 

資 料 な し                    四  五        種  四  九     九  八  六   6  七  補 充 兵    五         匹Ⅰ  国 民  六    八    兵  四  四    八  兵 役 免 除           翌  

年  
廻  
し  

不  
参  

欄 
は   老   

注
 
t
二
十
度
の
甲
種
欄
は
現
役
徴
収
者
、
 
 
 

第
二
次
補
充
兵
編
入
老
 
 

表
5
－
9
－
2
 
海
軍
志
願
兵
人
員
表
 
 

表
5
－
9
－
－
 
徴
兵
の
受
検
老
成
績
 
 

補
充
兵
欄
の
上
欄
ほ
第
一
次
補
充
兵
編
入
老
、
下
 
 
 

兵
は
丙
種
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
十
三
年
、
十
四
年
に
は
甲
寵
が
現
役
徴
集
 
 

者
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
で
み
る
と
、
日
中
戦
争
前
の
甲
種
合
格
者
（
現
役
徴
集
老
）
の
割
合
は
二
 
 

〇
％
台
で
あ
り
、
戦
争
が
始
ま
る
と
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
海
軍
志
願
兵
 
 

の
場
合
は
さ
ら
に
合
格
率
が
高
く
な
る
。
臨
時
の
充
員
召
集
を
日
中
戦
争
中
 
 

の
昭
和
十
三
年
で
み
る
と
、
二
五
回
も
あ
り
、
八
七
名
が
召
集
さ
れ
た
。
ち
 
 

な
み
に
こ
の
年
の
召
集
解
除
老
は
二
九
名
、
出
征
従
軍
中
の
兵
士
は
二
六
四
 
 

（
「
熊
野
町
役
場
所
蔵
資
料
」
以
下
同
じ
）
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ま
で
迎
え
に
乗
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
 
 

軍
人
に
は
俸
給
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
 
 
 

出
征
兵
士
と
そ
の
留
守
豪
族
・
遺
族
 
 

年
の
改
正
（
そ
れ
以
前
は
も
っ
と
低
額
で
 
 

あ
っ
た
。
）
に
よ
る
と
二
等
兵
・
一
等
兵
は
月
額
九
円
で
あ
り
、
上
等
兵
ほ
一
〇
円
 
 

五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
他
に
戦
地
の
場
合
戦
時
加
俸
と
し
て
、
前
者
・
後
者
と
も
一
 
 

二
円
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
合
わ
せ
て
も
二
〇
円
余
り
で
は
煙
草
銭
程
度
の
 
 

小
遣
い
に
し
か
な
ら
ず
、
留
守
家
族
へ
の
仕
送
り
は
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

留
守
家
族
に
は
、
革
新
扶
助
・
援
護
事
業
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
親
類
・
縁
 
 

者
、
そ
し
て
隣
保
班
、
隣
組
や
国
防
婦
人
会
の
援
助
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
 
 

第
五
革
 
近
 
 

図5－9－4 最後の別れをした平谷  

図5－9－5 従軍記章（支部事変）  

し
て
職
を
お
し
立
て
日
の
丸
の
小
旗
を
も
っ
た
親
類
縁
 
 

者
、
隣
保
の
人
々
と
と
も
に
、
平
谷
（
図
5
－
9
－
4
 
 

参
照
）
ま
で
行
進
し
た
。
そ
こ
の
小
さ
な
広
場
で
挨
拶
 
 

や
歌
、
万
才
≡
唱
な
ど
で
最
後
の
別
れ
を
し
た
。
家
族
 
 

や
親
し
い
人
は
さ
ら
に
矢
野
駅
や
広
島
ま
で
見
送
っ
て
 
 

行
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
戦
死
者
の
遺
骨
は
、
こ
こ
 
 

図5－9－6 庄窮地S．Bさんの肘征申の【tr柵え   
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園5－9－8 勲八等白色桐薬草  図5－9－7 功七級金璃勲章  

勲
章
を
受
け
た
者
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
年
金
で
あ
る
。
金
鶉
空
車
は
戦
場
で
の
功
績
に
対
す
 
 

る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
二
十
九
日
付
け
ま
で
は
生
存
者
叙
勲
が
あ
 
 

っ
た
が
、
そ
の
後
は
戦
死
者
だ
け
に
な
っ
た
。
功
績
の
評
価
は
兵
で
あ
る
か
、
下
士
官
、
将
 
 

校
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
。
熊
野
町
の
場
合
兵
は
七
級
、
下
士
官
は
六
級
が
普
通
 
 

で
あ
り
、
功
三
扱
が
ひ
と
り
、
あ
と
は
功
五
級
で
あ
っ
た
。
 
 
 

戦
死
者
は
靖
国
神
社
・
護
国
神
社
に
武
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
勲
功
の
あ
っ
 
 

た
者
に
は
、
真
宗
本
願
寺
派
よ
り
院
号
が
贈
与
さ
れ
た
。
安
芸
門
徒
と
し
て
信
仰
の
厚
か
っ
 
 

た
遺
族
に
と
っ
て
は
、
こ
の
贈
与
は
せ
め
て
も
の
慰
め
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
戦
死
者
に
は
、
町
が
公
葬
を
行
っ
た
。
こ
の
戦
争
で
の
熊
野
町
最
初
 
 

の
公
葬
は
台
信
着
で
あ
り
、
熊
野
琴
毒
常
高
等
小
学
校
校
庭
で
営
ま
れ
た
。
熊
野
第
一
で
 
 

は
中
原
英
男
の
公
葬
が
最
初
で
あ
っ
た
。
町
当
局
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
県
や
軍
か
ら
も
 
 

多
数
の
参
列
者
が
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
戦
死
者
に
対
す
る
公
葬
や
本
願
寺
か
ら
の
院
号
の
贈
与
も
昭
和
十
五
年
頃
ま
で
 
 

表5－9－3   

あ
る
中
国
戦
線
で
の
戦
死
者
（
下
士
官
）
の
場
合
、
 
 

そ
の
遺
族
に
勲
七
等
青
色
桐
英
資
と
、
功
六
級
金
鶴
 
 

勲
章
及
び
そ
の
年
金
二
五
〇
円
、
扶
助
年
金
三
八
三
 
 

円
、
特
別
賜
金
一
八
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
 
 

特
別
賜
金
は
一
時
金
で
あ
る
。
勲
章
年
金
は
、
金
鶉
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う
た
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
会
員
が
応
召
し
て
減
少
し
た
り
老
齢
化
す
る
と
と
も
に
軍
服
を
着
た
分
会
長
の
、
式
で
の
挨
拶
の
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
 
 

る
。
分
会
長
も
、
敗
戦
近
く
に
な
る
と
町
長
伊
藤
実
夫
が
兼
務
す
る
よ
う
に
た
っ
た
。
 
 
 

在
郷
軍
人
会
に
か
わ
っ
て
活
躍
が
日
立
っ
て
き
た
の
が
、
婦
人
会
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
愛
国
婦
人
会
が
、
昭
 
 

和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
大
日
本
国
防
婦
人
会
が
で
き
た
。
両
者
の
関
係
を
熊
野
の
例
で
み
る
と
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
家
の
婦
人
の
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で
、
そ
の
後
戦
死
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
初
期
に
は
、
あ
 
 

ら
ゆ
る
場
面
で
戦
威
高
揚
を
図
っ
た
が
、
戦
争
の
長
期
化
・
戦
死
者
の
増
加
と
と
も
に
、
そ
う
 
 

し
た
こ
と
も
実
行
が
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
 
 
 

残
さ
れ
た
遺
族
は
、
わ
ず
か
な
扶
助
年
金
だ
け
で
は
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
主
な
働
 
 

き
手
を
失
っ
て
、
農
作
業
は
援
助
が
あ
る
と
は
い
え
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
が
常
で
あ
っ
 
 

た
。
 
 

現
役
と
し
て
服
役
し
て
い
な
い
軍
人
の
組
織
、
帝
国
在
郷
罪
人
会
ほ
古
 
 
 

軍
人
会
と
婦
人
会
 
 く

か
ら
あ
り
、
戦
意
と
国
威
の
高
揚
に
つ
と
め
て
い
た
。
分
会
長
に
は
 
 

志
々
田
次
太
郎
の
名
が
あ
り
、
大
正
十
五
年
に
は
伊
藤
太
三
郎
の
名
が
あ
っ
た
（
功
労
を
記
念
さ
 
 

れ
て
い
る
）
。
そ
の
活
隈
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
日
中
戦
争
値
前
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
二
年
 
 

三
月
十
一
日
、
榊
山
神
社
で
分
会
旗
や
班
旗
の
奉
戴
式
を
挙
行
し
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
の
分
 
 

会
会
則
に
は
、
「
本
会
ハ
在
郷
軍
人
ノ
精
神
ヲ
鍛
錬
シ
、
軍
事
能
力
ヲ
増
進
シ
、
兼
テ
社
会
ヲ
 
 

図
り
、
風
教
ヲ
振
作
シ
、
国
家
ノ
干
城
、
国
民
ノ
中
堅
ク
ル
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
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う
ち
年
配
の
ほ
う
が
愛
国
婦
人
会
に
、
若
い
ほ
う
が
国
防
婦
人
会
に
加
入
し
て
い
た
。
ま
た
、
資
産
や
地
位
の
あ
る
家
庭
の
婦
人
が
 
 

愛
国
婦
人
会
員
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
若
く
し
て
国
防
婦
人
会
に
所
属
し
な
が
ら
、
愛
国
婦
人
会
の
役
員
を
す
る
人
も
い
た
。
 
 
 

国
防
婦
人
会
は
、
軍
の
指
導
も
あ
り
、
す
べ
て
の
家
庭
婦
人
を
ま
き
こ
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
婦
人
会
は
地
域
に
密
着
し
て
お
り
、
 
 

出
征
兵
士
の
見
送
り
、
町
の
公
葬
、
傷
病
兵
の
慰
問
そ
の
他
の
行
事
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
活
動
に
は
各
支
 
 

部
・
班
ご
と
に
割
当
て
を
し
て
動
員
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
 
 
 

昭
和
十
二
年
秋
か
ら
千
人
針
や
慰
問
袋
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
熊
野
町
で
も
国
防
婦
人
会
が
そ
の
中
心
と
な
っ
た
。
婦
 
 

人
た
ち
の
服
装
で
は
か
っ
ぽ
う
着
と
た
す
き
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
十
五
年
ご
ろ
か
ら
活
動
の
し
や
す
さ
を
求
め
て
モ
ソ
ペ
が
広
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国5－9－10 国防婦人会熊野町分会の幹部（西光  
寺にて）  

ま
っ
て
き
て
お
り
、
古
い
着
物
を
利
用
し
て
人
の
を
見
た
り
自
分
で
工
夫
し
た
 
 

り
し
て
作
り
、
着
こ
な
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

ま
た
国
防
婦
人
会
の
大
き
な
仕
事
に
兵
隊
の
接
待
が
あ
っ
た
。
原
（
現
在
の
東
 
 

広
島
市
八
本
松
町
鱒
）
に
あ
る
演
習
場
へ
の
往
復
で
、
熊
野
を
軍
隊
が
通
っ
て
い
 
 

た
。
歩
兵
連
隊
は
新
峠
を
通
り
、
騎
兵
隊
・
蛸
壷
隊
は
矢
野
峠
を
、
呉
か
ら
の
 
 

海
兵
団
は
神
山
峠
・
呉
地
を
通
っ
た
。
実
戦
さ
な
が
ら
に
発
砲
し
っ
つ
田
の
畦
 
 

を
通
っ
て
行
き
来
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
通
路
に
あ
た
る
熊
野
で
は
、
炊
き
 
 

出
し
の
当
番
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
休
憩
場
所
は
榊
山
神
社
や
追
分
の
松
 
 

の
ふ
も
と
で
あ
っ
た
り
、
道
路
に
用
意
さ
れ
た
縁
台
で
あ
っ
た
。
平
釜
を
出
し
 
 

て
湯
茶
の
接
待
や
、
時
に
は
芋
を
ふ
か
し
た
り
、
握
り
飯
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
 
 

た
。
こ
れ
ら
も
国
防
婦
人
会
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
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昭
和
十
四
年
八
月
二
十
四
日
 
 

内
務
省
、
家
庭
防
空
隣
保
組
撒
要
綱
を
通
達
 
 

昭
和
十
五
年
九
月
十
一
日
 
 

内
務
省
、
隣
保
組
織
整
備
強
化
を
通
達
 
 

昭
和
十
六
年
七
月
一
日
 
 

内
務
省
、
全
国
の
隣
組
が
一
斉
に
常
会
（
毎
月
一
回
）
を
開
催
す
る
よ
う
指
導
 
 

昭
和
十
七
年
八
月
十
四
日
 
 

隣
組
を
大
政
翼
賛
会
の
指
導
下
に
編
入
 
 
 

こ
の
動
き
に
応
じ
て
熊
野
町
で
も
、
各
区
そ
れ
ぞ
れ
に
組
織
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
萩
原
や
出
来
庭
で
は
、
区
長
の
も
と
 
 

に
い
く
つ
か
の
班
（
隣
保
班
、
の
ち
隣
組
）
が
あ
り
、
班
は
普
通
一
〇
～
二
〇
戸
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
隣
保
班
に
ほ
世
話
人
が
お
り
、
そ
 
 

の
任
期
は
班
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
二
～
四
年
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
中
帯
は
区
全
体
を
中
湛
班
と
い
い
、
さ
ら
に
 
 

道
路
や
州
で
組
に
分
け
ら
れ
、
い
ろ
は
の
組
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
組
長
の
決
め
方
も
出
来
庭
の
世
話
人
と
同
様
で
あ
っ
た
。
呉
 
 
 

第
五
軍
 
近
 
 
 
代
 
 

一
方
、
愛
国
婦
人
会
も
軍
事
後
援
を
中
心
に
し
て
愛
国
貯
金
の
奨
励
や
資
源
愛
護
に
関
す
る
運
動
な
ど
を
す
す
め
て
い
た
。
昭
和
 
 

十
六
年
に
は
、
愛
国
婦
人
会
創
立
四
〇
周
年
記
念
と
し
て
飛
行
機
の
献
納
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
熊
野
町
の
愛
国
婦
人
会
も
一
〇
 
 

〇
〇
円
近
く
の
寄
付
を
し
て
い
る
。
献
金
し
た
家
庭
で
は
、
戦
争
に
勝
て
ば
そ
の
金
ほ
返
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
人
も
あ
っ
た
。
 
 
 

国
防
婦
人
会
も
愛
国
婦
人
会
も
昭
和
十
七
年
二
月
、
大
日
本
婦
人
会
と
し
て
統
一
さ
れ
、
大
政
翼
賛
会
の
傘
下
に
加
わ
る
こ
と
に
 
 

な
っ
た
。
 
 

隣
組
 
 
隣
近
所
と
し
て
出
征
兵
士
や
留
守
家
族
、
遺
族
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
る
の
が
隣
保
班
・
隣
組
で
あ
る
。
全
国
的
に
は
次
 
 

の
よ
う
に
し
て
そ
の
組
織
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
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地
の
場
合
は
、
家
が
散
在
し
て
い
て
ま
と
ま
り
が
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
が
い
く
つ
か
 
 

の
班
が
で
き
、
班
長
は
同
定
し
て
い
た
。
 
 
 

隣
保
班
や
隣
組
は
、
バ
ケ
ツ
を
戸
数
な
ど
に
応
じ
て
用
意
す
る
と
と
も
に
ハ
シ
ゴ
や
防
火
 
 

用
水
も
準
備
し
た
。
隣
保
の
予
算
で
手
押
し
ポ
ソ
プ
を
買
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
し
て
班
 
 

ご
と
、
区
ご
と
に
集
ま
っ
て
は
訓
練
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
隣
保
は
、
昭
和
十
五
年
 
 

も
す
ぎ
る
と
国
防
婦
人
会
に
か
わ
っ
て
斑
内
の
出
征
兵
士
の
見
送
り
や
留
守
家
族
・
遺
族
の
 
 

世
話
の
主
役
と
な
り
、
さ
ら
に
役
場
の
仕
事
の
下
請
、
配
給
（
酒
・
タ
バ
コ
等
）
や
供
出
の
仕
・
 
 

事
も
引
き
受
け
て
い
っ
た
。
作
業
や
行
事
の
割
り
当
て
も
隣
保
ご
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
 
 

か
っ
た
。
 
 

図5－9¶13  

青
年
団
 
 
 

そ
の
他
の
団
体
 
 の

活
動
 
 

は
、
す
で
に
昭
和
十
一
年
ご
 
 

ろ
か
ら
顕
著
で
あ
る
。
六
月
 
 

の
、
民
族
精
神
の
滴
養
や
武
 
 

道
の
修
練
を
目
的
と
す
る
練
 
 

武
場
の
建
設
に
深
く
か
か
わ
 
 

っ
て
い
る
し
、
新
宮
青
年
団
 
 

は
十
一
月
三
日
の
明
治
節
を
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近
 
 
代
 
 

め
ざ
し
て
国
旗
掲
揚
台
を
建
設
し
て
い
る
。
十
三
年
に
な
る
と
知
事
声
頑
正
応
え
て
献
穀
田
を
設
け
、
新
米
を
伊
勢
の
皇
太
神
官
、
 
 

氏
神
に
奉
納
す
る
ほ
か
郷
土
出
身
の
兵
士
に
贈
っ
て
慰
問
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
実
行
し
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
 
 

現
在
の
青
年
団
長
は
矢
吹
基
幹
、
副
団
長
は
生
田
蓄
蔵
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
青
年
た
ち
の
多
く
は
次
々
と
応
召
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

昭
和
十
六
年
三
月
に
は
、
知
事
声
明
に
よ
っ
て
広
島
県
勤
労
報
国
隊
要
綱
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
学
校
に
在
籍
し
た
ま
ま
で
勤
労
 
 

報
国
隊
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
勤
労
報
国
隊
に
は
「
春
の
田
植
、
夏
の
草
刈
、
麦
ま
き
、
資
源
回
収
、
軍
役
作
業
、
重
要
 
 

物
資
の
輸
送
等
－
相
率
ひ
相
扶
け
県
民
の
非
常
力
を
発
揮
し
、
如
何
な
る
困
苦
欠
乏
に
も
構
え
て
未
曽
看
の
困
難
を
突
破
し
以
て
大
 
 

東
亜
戦
争
完
遂
に
邁
進
」
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
報
国
隊
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

は
、
人
的
に
も
業
務
上
で
も
競
合
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
 
 
 

昭
和
十
四
年
一
月
、
警
防
団
令
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
任
務
ほ
「
防
空
、
火
災
、
消
防
其
ノ
他
ノ
警
防
二
従
事
ス
 
 

ル
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
一
日
、
熊
野
に
も
警
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。
写
素
に
は
、
警
防
団
長
の
穏
土
壌
と
副
団
長
の
 
 
 

（青年隊）  （学 徒 隊）  

熊 熊  鮨 熊 婦   
野 野  野 野 徳  

隊  一   一些Ⅸ   
育 青  国 国 女   
年 年  民 民 学   学 学  学 学 校   
校 校  校 校 勤   
勤 勤  勤 勤 労   
労 労  労 労 報   

名  
国 国  国 国 隊   
隊 隊  隊 隊   

山 矢  山 矢 猪  隊  
崎 吹  崎 吹 野   

次 基  次 基 了   
長                郎 幹  郎 幹 俊  

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
防
空
法
が
制
定
さ
れ
、
防
空
を
業
務
と
 
 

す
る
防
護
団
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
十
三
年
八
月
二
十
一
日
、
県
下
一
 
 

斉
に
第
一
回
防
空
訓
練
が
行
れ
た
。
熊
野
町
ほ
陸
軍
の
実
施
区
域
に
含
ま
 
 

れ
て
い
た
。
し
か
し
防
空
監
視
や
対
空
見
張
の
場
所
に
選
ば
れ
る
こ
と
 
 

も
、
実
地
の
防
空
訓
練
や
防
毒
訓
練
も
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
時
は
ま
 
 

だ
平
穏
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
 
 

こ
の
防
護
団
の
ほ
か
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
消
防
組
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
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野
の
場
合
、
呉
の
海
軍
工
廠
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
人
々
が
直
接
に
、
或
い
は
矢
野
を
通
っ
て
呉
に
通
勤
し
て
い
た
。
労
 
 

働
力
の
不
足
ほ
老
人
、
婦
人
、
子
ど
も
の
働
き
に
よ
っ
て
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
十
三
年
秋
か
ら
小
学
校
で
の
勤
労
奉
仕
が
始
 
 

ま
り
、
稲
刈
り
、
田
植
え
が
毎
年
の
行
事
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
田
畑
（
土
）
の
管
理
は
不
十
分
で
あ
り
、
農
業
技
術
の
低
さ
は
 
 

い
か
ん
と
も
し
難
か
っ
た
。
 
 

昭
和
十
三
年
（
一
九
≡
八
）
五
月
二
十
一
日
、
徐
州
戦
勝
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
既
に
精
密
町
内
だ
け
で
一
 
 

鋲
祭
が
行
わ
れ
、
十
六
年
三
月
奉
安
殿
へ
の
天
皇
御
真
影
率
遷
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
学
校
移
転
前
の
昭
和
三
年
十
月
に
御
真
影
拝
戴
 
 

式
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、
奉
安
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
た
J
同
じ
こ
ろ
の
十
五
年
十
一
月
、
二
宮
尊
徳
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
、
除
幕
式
が
あ
 
 

っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
は
宮
城
遥
拝
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
熊
野
町
で
も
十
六
年
三
月
、
児
童
の
代
表
が
皇
居
前
に
お
も
む
く
壮
行
 
 

式
が
あ
っ
た
媚
野
。
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 

町
や
学
校
の
行
事
 
 

○
名
の
戦
死
者
が
で
て
い
た
。
新
築
・
移
転
し
た
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
も
、
十
五
年
九
月
奉
安
殴
の
地
 
 

図5－9－14 熊野の警防団  
熊野鮨一尋常高等小学校前にて  
暫察署長と熊野町長を中心に  

神
鳥
栄
が
み
え
る
。
 
 

工
場
へ
は
三
人
行
っ
て
を
り
ま
す
、
四
十
歳
以
下
の
働
き
盛
り
の
老
は
殆
ん
ど
居
な
い
と
 
 

い
っ
て
差
支
へ
が
な
い
程
で
あ
り
ま
す
。
」
 
 
 

こ
れ
は
昭
和
十
四
年
三
月
、
広
島
県
農
会
の
機
関
雑
誌
『
芸
備
農
報
』
が
県
下
の
農
事
 
 

実
行
組
合
長
・
蔑
区
長
を
招
待
し
て
閃
い
た
「
銃
後
農
村
を
語
る
座
談
会
」
で
の
熊
野
町
 
 

出
来
農
区
長
の
話
で
あ
る
。
農
業
労
働
力
の
不
足
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
工
場
」
と
は
熊
 
 

農
業
生
産
 
 

「
戸
数
ほ
二
十
戸
か
ら
な
っ
て
屠
り
ま
す
。
出
征
兵
士
は
十
一
人
を
り
ま
 
 

し
た
が
十
日
程
前
竺
一
人
帰
還
し
ま
し
た
か
ら
今
は
九
人
で
あ
り
ま
す
、
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も
が
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
熊
野
第
一
小
学
校
の
二
宮
尊
徳
の
石
像
（
か
つ
て
は
銅
像
）
や
愛
宕
神
社
の
鳥
居
に
 
「
紀
 
 

元
（
皇
紀
）
二
千
六
百
年
」
の
銘
が
残
っ
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
十
六
年
五
月
、
光
教
坊
に
お
い
て
、
明
治
以
後
の
戦
没
兵
士
の
追
悼
法
会
が
行
れ
、
小
学
校
児
童
も
参
列
し
て
い
る
。
ま
 
 

た
、
七
月
七
日
は
、
「
支
那
（
日
華
）
事
変
」
四
周
年
の
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
日
ま
で
の
日
中
戦
争
で
の
戦
死
者
は
熊
野
町
 
 

だ
け
で
四
七
名
に
も
達
し
て
い
た
。
 
 

熊
野
町
に
お
け
る
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
開
始
ま
で
の
戦
死
者
は
、
昭
和
八
年
の
一
名
だ
け
で
あ
る
。
 
 
日
中
戦
争
の
戦
死
者
 
 

日
米
開
戦
ま
で
の
日
中
戦
争
中
の
戦
死
者
（
戦
病
死
・
戦
傷
死
を
含
む
）
は
四
九
名
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
の
 
 
 

第
五
黄
 
近
 
 

図5915 愛宕神社の鳥撰  

－
．
∴
J
㍉
こ
 
 
 

芯蒜昔時鮮毎   

、．“．．こ脚▲＿、＿＿i＿ L－＿．、・・－－・′  
図5－9－16 柳山神杜に失う国防婦人会  

小
学
校
を
含
め
て
す
べ
て
の
組
織
や
 
 

町
民
を
あ
げ
て
の
大
き
な
行
事
は
十
五
 
 

年
十
一
月
十
日
の
「
紀
元
二
六
〇
〇
年
 
 

式
典
」
で
あ
っ
た
。
昼
は
日
の
丸
の
 
 

旗
、
夜
ほ
提
灯
の
行
列
が
小
学
校
の
校
 
 

庭
に
集
ま
っ
た
。
榊
山
神
社
で
も
独
自
 
 

の
祭
典
が
あ
っ
た
。
 
 
 

奉
祝
の
歌
「
金
鶉
か
が
や
く
 
日
本
 
 

の
 
栄
え
あ
る
光
 
身
に
う
け
て
 
今
 
 

こ
そ
祝
え
 
こ
の
朝
」
が
学
校
で
教
え
 
 

ら
れ
、
ラ
ジ
オ
で
繰
り
返
さ
れ
、
だ
れ
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表5－9－4 熊野と矢野の戦死者  

日 中 戦 争      太平洋戦争（日中の戦いも含む）  

昭  和  12  13l14   15  16  17  18  19  20  21  22  23  計   

熊  野  町  叫10い3    田  7  20  29  88  152  9  ？  ？   

347＋？   
（人口7，744人）   298  ？   

矢野町 （人口6，923人）  9人い1   7  田  7  9l39179    150l9   2   286  5   

3  331  

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 
 

注1人口は昭和15年   

2 計は21年まで   

3 戦後の戦死者は、戦傷死、戦病死である。   

4 矢野関係は『矢野町史』、熊野関係は“靖国神社合示巳著名縛n など  

蓑5－9－5 戦死者の遺族  

父、母の欄は養父、養母も含む  

八
名
は
七
月
以
降
で
あ
る
 
 

か
ら
、
こ
の
年
の
戦
死
の
 
 

割
合
ほ
高
い
。
そ
の
後
の
 
 

年
も
毎
年
一
〇
名
以
上
あ
 
 

り
、
十
六
年
に
至
っ
て
七
 
 

名
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

第
五
師
団
の
中
国
進
攻
 
 

の
な
か
で
、
熊
野
町
か
ら
 
 
 

多
く
の
戦
死
者
を
出
し
て
 
 

い
る
の
は
、
大
原
城
攻
略
 
 

戟
、
徐
州
会
戦
、
南
寧
攻
 
 

略
戦
、
仏
印
進
駐
で
あ
 
 

る
。
他
に
も
、
十
四
年
の
 
 

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
 
 

満
州
と
の
国
境
で
ソ
連
軍
 
 

と
衝
突
し
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
 
 

事
件
で
も
八
月
に
二
名
の
 
 

戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
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こ
の
戦
争
は
、
ハ
ワ
イ
奇
襲
に
合
わ
せ
て
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
の
作
戦
が
樹
て
ら
れ
て
い
た
、
熊
野
町
出
身
者
を
含
む
第
五
師
団
 
 

は
こ
の
作
戦
に
従
前
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
十
七
年
二
月
九
日
に
一
名
、
十
五
日
賢
一
名
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
第
 
 

五
師
団
は
十
五
日
少
な
く
と
も
四
、
五
人
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
十
五
日
は
英
軍
が
降
伏
し
た
日
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
 
 
 

て
六
倍
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
し
か
も
昭
和
十
九
、
 
 
 

いノモンハンチチハル満州国 ＼ 

武‾‾ヽ＿  ■．  

ハ  、′  
外 ヽ  

「∴√X／7   第
玉
章
 
近
 
 

宣  貞ノ  J8ノモンハン救援  

ノ内雛／  

2・チャハご野望．．j恕  

3．大原城攻略載  

■＼ 由寧＼！釜山  

5．徐州会戦12／  
13／3】9   

宜昌 漠口  
品出港  穴 l・宇  

若  昭12■8■卜2  
成都・重度  

楊10．賀陽会戦  

15／1－2  

6．広東攻略戦  タ席亭攻略戦  
14／11－15／1   

熊川」1  

二
十
年
と
急
増
し
て
い
る
。
 
 

賓陽  

注 ゴジック数字は行動順序   
斜線数字は 年／月   

ハノイ  
ハイフォン  

Il．仏印進駐   
15／9→12  から  

上海へ   
15／12  

〃  
フィリッビンo100250500】DOOkm  

図5－9－17 中国大陸における第5師団行動概見図  

（昭12．8～16．11）  

『広島師団史』より  

こ
の
月
か
ら
広
島
で
編
成
さ
れ
 
 

始
め
た
第
三
十
九
師
団
が
十
月
 
 

に
武
漢
≡
鎮
の
攻
略
に
あ
た
っ
 
 

て
い
る
。
こ
の
師
団
も
湖
北
省
 
 

な
ど
で
多
く
の
熊
野
町
出
身
の
 
 

戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
 
 
 

遺
族
が
秦
や
子
に
な
っ
て
い
 
 

る
戦
死
者
は
、
ど
の
年
も
一
名
 
 

と
な
っ
て
お
り
、
日
米
開
戦
前
 
 

の
犠
牲
者
は
、
未
婚
者
が
い
ま
 
 

だ
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

大
 
 
 

太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
 
 平

 
 

澤
戦
争
は
、
日
中
戦
争
に
比
べ
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表5－9－6 月別戦死者数  

昭和19年  

9月  2名  10月  1名  11月  3名  12月  1名   

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 
 

昭和20年  

9丁8 シンガポール陥落、jl射脚町民大  

会（阿山神祉）のち旗行列を行う  

第
五
師
団
は
豪
北
を
中
心
に
各
地
に
転
戦
し
、
そ
れ
に
伴
い
多
く
の
犠
牡
者
を
出
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
か
ら
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
戦
場
は
、
ビ
ル
マ
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
、
ニ
 
 

ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
硫
黄
島
、
沖
絶
等
と
太
平
洋
戟
争
の
戦
場
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
 
 

い
る
。
 
 
 

ほ
か
に
、
四
〇
名
以
上
が
海
で
の
戦
没
者
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
は
、
海
洋
に
 
 

浮
か
ぷ
島
々
の
争
奪
戦
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
島
々
へ
の
兵
や
食
粒
・
武
 
 

器
・
弾
薬
な
ど
の
輸
送
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
艦
艇
は
勿
論
の
こ
と
輸
送
船
に
の
 
 

っ
て
い
て
、
相
手
潜
水
艦
な
ど
に
ね
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
場
所
は
台
湾
と
フ
ィ
 
 

リ
ッ
ピ
ソ
の
さ
か
い
バ
シ
ー
海
峡
が
多
か
っ
た
。
 
 
 

も
っ
と
も
多
い
七
〇
人
の
戦
死
者
を
出
し
た
の
が
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
あ
る
。
マ
リ
 
 

熊野町出身著のみ  

蓑5－917 熊野町への米機  
の来襲  
1 苧紹匡の回数  

『熊野第一小沿革詰』  
2 爆撃   

昭和20年3月8日00．50頃   
安芸郡熊野町山村中 B29爆   
弾10個投下建物半壊  
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第
玉
章
 
近
 
 

図5¶9一柑 負目野での高射砲陣地（建設途中のものを含む）  

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
 
 

離
れ
、
し
か
も
四
方
を
山
で
閉
ま
れ
た
海
抜
二
 
 

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
あ
る
た
め
、
原
爆
に
 
 

ょ
る
直
接
の
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

熊
野
に
い
た
人
は
、
原
子
爆
弾
の
炸
裂
時
の
 
 

よ
う
す
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
 
 
 

「
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
空
襲
警
報
発
 
 

令
、
午
前
八
時
十
五
分
、
西
北
の
山
を
越
え
て
 
 

青
い
光
が
一
直
線
に
錐
を
も
む
如
く
私
及
び
児
 
 

童
の
限
に
う
つ
り
ま
し
た
。
皆
『
あ
っ
』
と
限
 
 

を
見
張
り
、
驚
き
一
瞬
『
シ
ソ
ー
』
と
静
か
で
 
 

し
た
」
（
台
信
繁
男
）
。
 
 
 

ま
た
、
「
一
瞬
も
の
す
ご
い
閃
光
を
見
、
つ
ぎ
 
 

の
瞬
間
、
大
音
響
と
と
も
に
強
烈
な
爆
風
に
お
 
 

そ
わ
れ
た
。
建
物
の
東
南
に
面
す
る
二
階
の
窓
 
 
 

ア
ナ
攻
略
後
の
米
軍
の
目
標
で
あ
り
、
日
本
も
 
 

こ
こ
を
決
戦
場
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

原
爆
と
熊
野
町
 
 

熊
野
町
は
、
爆
心
地
か
ら
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ガ
ラ
ス
の
多
く
が
壊
れ
落
ち
、
住
民
は
恐
怖
を
感
じ
た
。
ま
た
、
熊
野
町
第
一
国
民
学
校
（
現
熊
野
小
学
校
）
ほ
、
は
と
ん
ど
破
損
し
 
 

た
。
熊
野
町
の
北
西
に
あ
る
観
音
平
山
上
か
ら
、
ま
っ
白
い
キ
ノ
コ
型
の
雲
が
望
見
さ
れ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
ま
夏
の
入
道
雲
の
よ
う
 
 

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
黒
い
煙
が
も
う
も
う
と
の
ぼ
り
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
直
観
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
み
た
住
民
は
一
 
 

様
に
、
海
田
市
町
の
火
薬
庫
が
爆
発
し
た
も
の
と
想
像
し
た
。
被
爆
地
広
島
か
ら
、
爆
風
な
ど
に
よ
っ
て
熊
野
町
に
飛
来
し
た
も
の
 
 

は
な
か
っ
た
。
」
（
梶
川
苧
榎
崎
薫
）
詐
鞘
戒
縄
帖
 
 
 

十
時
頃
に
な
る
と
、
広
島
市
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
午
後
二
時
、
三
時
に
な
る
と
わ
ず
か
だ
が
、
 
 

町
内
の
縁
故
を
た
よ
っ
て
被
爆
者
が
避
難
し
て
き
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
広
島
市
に
出
て
い
る
肉
親
や
縁
者
を
も
つ
人
の
な
 
 

か
か
ら
そ
の
安
否
を
気
遣
い
、
捜
索
に
出
か
け
て
い
く
人
も
ふ
え
て
い
っ
た
。
 
 

熊
野
町
に
か
か
わ
り
の
あ
る
人
の
被
爆
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
戦
死
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
人
々
の
名
が
次
の
表
の
よ
う
に
 
 

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
中
で
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
の
が
動
員
学
徒
で
あ
る
。
中
等
学
校
以
上
の
学
徒
の
動
員
は
す
で
に
、
昭
和
十
 
 

隈狩野警轡  
第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
 
 
 

図5－9－20 動員学徒慰霊塔  

表5－9 －8 原爆による戦  
死者（熊野町）  
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 

三
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
、
次
第
た
従
事
す
る
日
数
が
ふ
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
、
二
十
年
三
月
 
 

の
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
に
よ
り
、
国
民
学
校
初
等
科
以
外
の
授
業
は
四
月
以
降
停
止
と
な
り
、
勤
労
作
業
に
だ
け
従
事
す
る
こ
と
に
 
 

な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
学
徒
動
員
に
よ
る
死
亡
者
、
傷
病
者
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
で
一
万
九
六
六
人
、
九
七
八
九
人
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の
う
ち
原
爆
 
 

に
よ
る
も
の
が
八
九
五
三
人
、
三
九
九
四
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前
者
の
割
合
は
、
八
〇
％
を
超
え
る
。
さ
ら
に
、
高
い
割
合
で
死
 
 

亡
者
を
出
し
た
の
が
広
島
市
の
学
校
報
国
隊
で
あ
っ
た
。
八
月
六
日
も
ま
た
、
広
島
市
内
の
多
く
の
中
等
学
校
・
工
業
学
校
・
女
学
 
 

校
の
学
徒
が
教
職
員
の
引
率
の
も
と
で
建
物
疎
開
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
太
田
川
河
畔
に
集
合
し
、
 
 

朝
礼
中
の
生
徒
が
い
た
。
原
爆
を
真
上
か
ら
受
け
、
全
滅
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
で
も
父
母
の
も
と
を
離
れ
、
広
島
市
の
学
校
に
か
よ
っ
て
い
た
学
徒
が
い
た
。
こ
の
時
の
犠
牲
者
は
、
雑
魚
場
町
（
市
役
所
う
 
 

ら
）
、
水
主
町
・
中
島
新
町
（
当
時
の
県
庁
付
近
）
、
少
し
離
れ
た
八
丁
堀
、
鶴
見
橋
付
近
そ
し
て
楠
木
町
あ
た
り
で
も
確
認
さ
れ
て
い
 
 

る
。
被
爆
し
な
が
ら
救
援
を
求
め
て
移
動
し
た
地
点
を
思
わ
せ
る
死
亡
地
に
船
越
な
ど
も
あ
る
。
 
 
 

建
物
疎
開
以
外
の
作
業
所
に
勤
務
し
て
い
て
死
亡
し
た
学
徒
も
い
た
。
報
国
隊
の
殆
ん
ど
が
中
等
学
校
な
ど
の
一
二
一
年
生
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

女
子
挺
身
隊
は
二
五
歳
末
泄
の
女
子
で
、
電
車
の
出
改
札
係
や
車
掌
な
ど
を
し
て
い
た
。
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
四
人
の
う
ち
に
ほ
広
 
 

島
電
鉄
に
勤
務
中
の
被
爆
者
も
い
た
。
義
勇
隊
ほ
、
県
や
町
の
職
員
で
あ
り
、
国
民
義
勇
隊
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
 
 

は
か
に
も
工
員
や
会
社
員
と
し
て
広
島
市
に
出
て
い
る
人
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
義
勇
隊
と
し
て
は
こ
の
日
熊
野
 
 

町
か
ら
広
島
市
に
出
動
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
一
年
版
の
『
広
島
市
勢
要
覧
』
に
よ
る
と
、
仮
設
収
容
所
あ
る
い
は
診
療
所
、
学
校
・
寺
院
・
民
家
に
避
難
、
収
容
の
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躍
災
老
数
は
、
熊
野
町
四
〇
〇
人
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
計
画
で
あ
り
、
実
際
に
は
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
 
 

て
熊
野
町
で
は
、
避
難
者
収
容
所
ほ
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

救
援
活
動
と
し
て
ほ
、
延
百
人
の
警
防
団
が
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
う
ち
の
七
日
間
、
被
爆
者
の
輸
送
に
比
治
山
付
近
に
ト
 
 

ラ
ッ
ク
で
出
動
し
て
い
る
相
覿
絹
熊
」
完
認
。
 
 

第
九
節
 
戦
争
と
熊
野
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